
きかんし 々 じ

る ]1主席をし、う。

なお車庫の長さ，事館内線の長さ等はそれぞれ第 1. 2 表に示

すとおり である。ー」際関区設備。(宇野浩 t~~ • K#島茂)

きかんしゃじ よ うむいん機関車乗務員 儀関車・電気級以l

111等に乗務して ， これらの逆転に従事するものの総称である。

気動車関係の梁務員を気動車乗務員として区 }J IJ しないj場合は，

気動車の主Ii松に従事するものも機以! 11J.梁務員に含めて考えるの

が~X-j盈である。

際|剥lji采務員には蒸気燦|列車関係として機関士 ・ 後闘士見習 ・

後関助士 ・ 機|主lJliJ士見習があり，電気機関車関係として電気機

関士， 電気機|韮l士見習 ・ 電気機関幼土 ・ 電気後関H力士見習があ

り ， 気動車関係として気動車主主転士 ・ 気動車運松土見習がある。
(加藤誠次郎)

きかんし e つけかえ 機関車付替 列車の始発駅から終茄駅

までの途中駅で，機関車道1月l上のつごう，あるいは線路状態ま

たは牽引(けんいん)取数の変化による機関取形式の変更などの

ため， 機l見1111の収篠が 11 われる。これを機|払， 1 '11付総とし、う 。 途

中以における機関車の付絵はなるべく illtけることが， 綴|刻 11主の

使Il J能率を向上するために必要で‘あり，このため途中駅に給水

設備等が設けられている。(隣国 一)

きかんし 。 ていちしけんだい 機関車定置試験台 蒸気様

関市の性能を詳細に試験するための装位て'あって， 鉄道伎術研

究所大井分室にある。大正 3 年に建造され， 以後しばしば改造

を加え られ今日に至っている。この裟f(t ~í隙1.I!l "ドの動輸が支持

jl1輪上にのり . 1ff)J輸が IITI伝すると支持111輸が|司 '1出し ， その刺l端

にあるフロード式水制動機で動力を吸収しillIJ輸回転数を制飾で

きるようになっている。後I革i車の後端は引l決勝により 油圧式号|

張動力計に述結し，引1民俸引張力がìlliB'.により測定される。 引

~長絡には抵抗線型蛮(ひずみ)討をはり付け，電気的に引1長力を

計 ili'Jすることも できる。 機関車は引抜隊と安全勝(左右)により

支持耶輸上に回定される。

ポイラ蒸発監は，給水タ γFに設けられた7kはかりまたは機

l対111の7.k.ポソプに至る管路の途中に設け

られた歯車式流量計て:. lfl iil:され，石炭消

費量は炭水車に相当する位置にある石炭

はかりで吉十iJllJ される。投炭回数，空気任

総括Hl'程数，給水ポ γプ行程数は電気的に度数計により. ífûJ輸

回転数は償却:仮l転計および速j交汗1 (氾気回転計)により ， ポイ

ラ各部のi且風力は.7k柱マノメータおよひ.電気式マノメ ー タよ

り成る通風力測定装置により，ポイラ圧力，気室I:E力は圧力計

(プノレドン管式)によりそれぞれ測定される。またポイ ラ内各部

の燃焼ガス ・ 給水および蒸気の混皮は熱電対f温度計によりiI!~ ]È

され， 燃焼カ'スの車11成はガス分析装置で分析される。これらの

計 I出IJ 7.1-Iはすべて測定室に集められている。

蒸気機以JiIIのインジヶ -{I 線図ほ，般|刻J!.lに取付けられたマ

イハック式インジケータで償取され，これから図示引~力， 図

示馬力を求める。 l夫やシンダは試験終了後集められ台はかりで

計量する。惣1炎か ら IH るシンダは屋上の般道を巡り，サイクロ

ンにより Iïlì収される。組1の色を7[気的に測定する煙色漫度計 も

収付ける ことができる。試験台ではillIJ11唱1数 4 までの蒸気俊民l事

について性能試験を行うことができる。

重ìlli燃焼機関]11などの特殊なものを試験するときは， そのた

びごとにHiJliH>，誌を改修 ・ 場設する。試験合では機|虫]) 11性能試験

のほか， 燃料の比絞試験.fiIì機性能試験なども fJ'う。 ー」ポイ

ラ法発益。蒸気機関111の効率。蒸気機関車の性能試験。蒸気機

関車の瓶度。 i温風力(蒸気機関車の)。蒸気機関車のガス分析。

イソジケータ線図。動力Jji引強力。
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きかんし ゃ ょうすいしけん 機関車用水試験 機|見]Jlï ポイ

ラの給水に{貞則するポイ ラ用水， およびこれがポイラ |付 で蒸発 ・

濃縮されたポイ ラ水:ドには倭々の不純物が含まれている。これ

らの不純物はポイラに陣容をおよぼすのでiìÎj もってそれを取り

除くかまたはポイラ内で障害を起きないように処理を施さなけ

ればならない。

ポイラ j刊 7.k試験は水の中にどんな不純物がどのくらいの量を

含んでいるかを試験するもので， ポイラ 7k試験は水中の不純物

に|刻する試験のほか，ポイラの障害除去を目的として加えた楽

高IJtJ，.どのくらいポイ ラ水中に残っているかを試験する。

これらの試験は7](処理を実施するために欠くことのできない

手段であり，試験成絞はつぎの項目決定の基鍵となる。

l 水nの良否判定

峨 l刻 111 定 i丘試験室の問位および ìllll 定装位図
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